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言語能力 の 統語 的発達過 程
一T−unit に よ っ て 、 英文 を書 く能 力の 発 達 を測 る

一

Syntactic　DeveloPment　of 　English　Writing 　Ability

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 名古 屋女 子大学　　佐藤 恵子

　T−・unit は第
一
言語の 統語的発達の み ならず 、 第二 言語 の それ を測 る の に も信頼 に た る

客観的尺度と して 、平野 （1990）、富 N （1990）等で検証 され て い る 。

　言語能力の 発達過程に あ っ て は 、 核文の 「拡大 j と 「縮小 」 と い う逆の 方策を と っ て

フ ィ
ー ドバ ッ ク しなが ら大人の 能力に 近付 い て い く 。 特に 初期 ・中期の 段階で は 、一発

話の 中に よ り多 く の 情報 を盛 り込む 「拡大 」 の 方策が 学 習 さ れ て い く 。

　本研究 は 「拡大」 に 焦点 をあて 、 日本人学 生（中学生か ら大学生 まで ）の 英 文 を書 く能

力をT−−unit を 中心 とす る尺度 で 測 り 、 英語 を 自国語 とす る 者 の 言語 発 達過程 と比較
・考

察 しよ う とす る もの で あ る 。

目的

　　具体的な 目的 と して 次の 4 項目をたて た 。

　1）　中学生 、 高校生 、 大学生各 レ ベ ル で の
、 核文 を結合 して よ り長 い 文に 拡 大す る能力

　　を測 り、 英文を構成す る とき利用で きる統語能力の 発達をみ る こ と。

2） 各 レ ベ ル で の 文拡大に利用 された文法項 目の 使用頻度か ら 、 構文 力発達 過程 と習得

　　順序をみ る こ と。

　3） 英語 を 自国語 とす る学習者や 文学者 、 英語 を外 国語 と し て 学ぶ 日本 人学生 、 そ れ ぞ

　　れの 言語能力発達過程 を比較 し 、 相違点の 原因 を考 察 す る こ と
。

　4） 文結合や 修飾関係に 焦点を置 い た作文教育 に よ っ て 、文構 成能 力 を伸は す 可 能性 を

　　さぐ る こ と。

方法

　　データ を得るた め 、次 の 2 種の 指示を与え た 。

　1） 不 自然 な ほ ど短 く切 られて い る 文か らな っ て い る物 語が あ り ます 。自由 に文 を結 合

　　し て 、 最も 自然だ とあなた が 思 うよ うに書 き換え なさ い 。

　2）　次の 5 つ の 題の 中か ら 1 っ 選ん で 、考え る こ と を英語 で 書き な さ い 。

　　　　　The　Importance　of 　English

　　　　　Hew　to　Learn　English

　 　 　 　 　 Com旧unicatlon 　Gap

　　　　　My　Hobby

　　　　　My　School　Life

結合問題は 比較の 便利の ため に 、Hunt（1965）で 用 い られ た 物 語 を使用 した 。 自由 英 作

文 の 題は 、学生の 能力 と書き安 さ を考慮 し、担 当の 高校 の 先 生 の 提案 を い れ て 、後 の

2題を加え た。や は り 、 その 加 え た題 を選 んだ 者 が ほ と ん ど で あ っ た 。

一 39

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Association of College English Teachers (JACET)

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Assooiation 　of 　College 　English 　Teaohers 　（JACET ｝

照 　「

8月 24日  　研究発表第 2室 （教養部 E204 ）

被験者

　　　は じめ は 、 発達 をは っ き りと分析で き る よ う に 、 3 学年毎に 被験者を選び 、 次 に レ

　　ベ ル を等 しくするた め に 、 同 じ学校で各学ff　1 クラ ス を選 ん だ
。

1） 中学 3 年生

　　高校 3 年生

　　大学 3 年生

2） 高校 1年生

　　　　 2 年 生

　　　　 3 年生

30 名

30 名

30 名

45 名

45 名

45 名

名古屋 YMCA 中 3 上 クラ ス

愛知県立千種 高校

南山大学英文科

愛知県立 西尾 東 高校

分析 の 方法

　　　誤 りに っ い て は厳密 に 扱わなか っ た 。意咲の 読 み 取 れな い 語群 の み排 除 し 、 屈 折 、

　　一致 、 冠 詞等の 誤 り、目的語 の 代名詞 の 欠如、複数 袤示 の 欠如 等、 日本 人学生の よ く

　　おかす誤 りは問邁に しな い 方針 を と っ た 。英語 を 自国語 とす る成 熟 した大 人の 書 く英

　　文の 長さ に近ず くた め に 、日本人学 習者 が とる統 語 的 発達 に 焦点 を絞 りた か っ た か ら

　　で あ る 。そ れ故 に、長 さと複雑度を織 り込ん だ T−unit を測定の 尺度 の 中心 に 置 く こ

　 　とに 決め た 。

結果 と比較

Comparison 　 of 　Five 　Fac 七〇r3 　0f 　Na 七ive
Japanese

A −一一麝Iean　Leng 七h　of 　Clauses
B −一一Ra 七 io 　of 　Clauses 　per 　T＿U 皿 i七

σ一一一Mean 　工・eng 七h 　of 　IL 　un 　i弋　s

D −一一Ra 七io　of 　T −urlits 　per 　Sen 七ence

E −一一Mean 　Leng 七h　of 　Sen 七ences

Speakers 　and

Na七ive　Speaker8 A B c D B

Faul   er 12 。94 L7522 ．62 L5033 。 85

Hemingway 8。68 1 ．17 9 。41 1 ．0810 ．70

Hun 七 11 、、16 L73lg ．27 1 ．0019 ．27
¶，

Ilayakawa 8 。96 1 ．4412 ．88 1。6020 ．60

Superi σ r 　Adul 七s 1L50 L7620 ．30 1 。2324 。70

Grade 　12 三 A 8 、．60 1 ．6814 ．40 1 。1716 ．90

Grade 　 8 ： A 8 ．10 1 ．4211 ．50 ユ．3715 。90

Grade 　 4 言 A 6 ．60 1 。30 8 ．60
卩
1．6013 ．50

Japane8e 　Learners

AGradua 七e 11 ．32 1 ．7319 ．55 1 ．OO1g ．55

sO ゆ omores 7．82 1 ．4111 。00 1。2013 ．19

Gra ｛叉e 　123 」 7 ．09 1 ．32
　　　曽
9．3b L3612 。76

Grade 　 11 コ 」 6 ．73 1 。31 8．8〕一 1．2110 ．66

Grade 　10 ： 」 6 。66 1 。10 7．331 。06 7。74
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文の 拡大 と複雑度 の 関係

8月24臼（到　研究発表第 2 室 （教養部∈204）

文 を長 くす る た め に、 どん な 文法 事 項 を使 用 す る か 。

複 文の 使用頻 度 （1 ）生起数

Combining　Tsak か ら （意図的 な拡大作 業）

中 3 高 3 大 3 計

名 詞 節

形 容 詞節

副詞節

46 （48％）

1 （瑞 ）

49 （51x）

63 （31X）
55 （28器）

83 （41％）

68 （45器）

17 （11％）

65 （44％）

177 （40％）

73 （16X）
197 （44％）

複文Total96 （100男） 201 （100毘） 150 （100器） 447 （ユ0眺 ）

複 文の 使用頻度 （2 ）平均使 用数

　Combining　Task か ら （意図的な 拡大作 業）

高 1 高 2 高 3 平 均

名 詞節

形 容 詞節

副詞節

1。691
．071

．78

2．041

．522

．13

2．262

。002

。OO

2．001

．531

．97

複 文Tota1 4．53 5．7G 6．26 5．50

複文の 使用頻度 （3 ）平 均使用数

　Free　Composition か ら （文構造 に対す る注 意不 足）

高 1 高 2 高 3 平均

名 詞節

形 容 詞節

副詞節

0．580

．221

．27

2，810

．492

．19

工。540

．732

。20

1．640

．481

．89

複 文 TotaI 2。07 5．49 4。47 4．01

T−unit の 長 さ 別　使用率

中 3 高 3 大 3 平均

”

shor ビ T−unit 　　　 　 （2語 〜 8語）
”
middle − length

”
　T−unit 　（9　　〜　20）

’，
正o！19

”
　T−unit 　　　　　　　　　　　（21　〜 　　39）

68．0毘

31．5％

0．5器

45，0器

51．0駕

4．0窕

51．5箔
46．0駕

2．5器

54．8箔

42．8男

2．4％

Toしa1 100毘 100％ 100鬼 100毘
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結論

　1）　 中学 生か ら高校生 に か け て の 期 間の 文拡大能 力の 発達は め ざま し い 。

　　 （7．35words−−10．22words　 per　T−unit ） し か し 、 高校生 か ら大学生 に か け て は 、

　　 少な くとも長 さ に関 し て は特 に 発達 は み られ な い 。

　2）　 複 文の 使用頻 度 は 、 ど の レ ベ ル で も副詞節 、 名詞節 、 形 容 詞節 の 順 に 習 得 さ れ

　　 る よ うだ 。特に 形容詞 （句）（節 ）を用 い て 文を長く 、 か つ 豊 か に す る 方法 の 修得 が

　　 遅 れ て い る 。

　3）　 文章 を書 く こ と に 優 れ た 、 英 語 を 自国語 とす る成 人 の 文の 平均 的 長 さか ら考 え

　　 て 、EFL学 習者 の ．目標 とす る文 の 長 さの 平均 は 、 20−−25語 で あ ろ う 。 日本の 高校

　　 一
年生は 、T−unit に 対 す る 節 含 有率 で は ア メ リ カ の 小学 四 年生 に や っ と 匹 敵 し 、

　　 T−−unit の 平均の 長 さ で は 少々 及ばず 、 文 の 長 さ で は遥か に 及 ぱな し 

　4）　 文結 合 と 自由作文 とで は 、 得ら れ た 結果 に 大きな 開 き が あ っ た 。 意識 を喚起 す

　　 れば 、結 合作 業の 潜在 能力を引 き出せ る証拠 で あ ろ う。

　　　 実際 に 多節構造を 作 る練 習 を課 する こ とに よ っ て 、 どれ だ け の 伸び が 得 ら れ る

　　 か を検 証す る こ と は 、残 さ れ た 課題 で ある 。
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